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2 ．最終試験の結果
本論文の内容に関して、2015年 1 月30日に口頭にて最終試験を実施した。その内容は、実験に関する方
法論、実験結果の解釈、体育・スポーツへの寄与等についてその学識と研究能力を確認しようとするもの
であった。その結果、これらの事項に関し充分な学識と研究能力とを有していると判定した。
3 ．学力の確認
本論文の提出者は、中京大学大学院体育学研究科博士課程において所定の単位を修得し、且つ本論文の
一部を構成している原著論文を内外の学術誌に複数発表し、その内の 2編は英文にて掲載されていること
等を勘案し、博士の学位を授与されるに値する学力のあることを確認した。
4 ．結論
本学位審査委員会は、提出された博士学位請求論文が博士の学位を授与されるに値するものであり、か
つ論文提出者はその専門分野における充分な学識と研究能力とを有するものであることを確認したので、
博士（体育学）の学位を授与するのに適格であると判定した。
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